
マルチコントロール MDメインユニット  

E3307MDT  

取扱説明書  

お買い上げいただきありがとうございます○  
正しくご使用いただくために、このr取扱説明割をよくお読みください。  
また、お読みになった後も、必要なときにすぐど覧になれるよう  

大切に保管してください。   

⊂P    fU）ITSUTEN   

t563508
長方形



安全に正しくお使いいただくために   

この取殺説明書および製品では、製品を安全に哀しくお使   

いいただき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を   

未然に防止するために、以下の表示をしています。表示と   

内容をよ＜理解してから本文をお読みください。  

この表示を無視して、誤った取扱をすると、人  
が死亡または重傷を負う可能性が想定される内  
容を示しています。  

この表示を無視して、誤った取扱をすると、人  
が傷害を負う可能性が想定される内容および物  
的損害のみの発生が想定される内容を示してい  
ます。  

△警告  

△注意  

●春機はDC12V〔）アース車専用です。大型トラックや寒   
冷地仕様のディーゼル車などの24V車では使用しないで   
ください。   
火炎などの原因となります。  

●自動車の運転中にMD等の交換をしないでください。   
事故などの原因となります。  

●包装材のどニール袋をかぶらないでください。   

大きな事故や窒息死の原因となります。  

●自動車の運転中に音量調節等の操作をしないでくださ  
い。   

このような操作は、必ず安全な場所に車を停止させてから行   
ってください。  

●事故防止のため、電池は幼児の手の届かない所に保管   
してください。   
万一、お手さまが飲み込んだ場合はただちに医師と相談して   
ください。  

●本機を分解したり、改造しないでください。   
事故、火炎、感電の原因となります。  
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●ヒューズを交換するときは、必ず規定容量（アンペア数）   
のヒューズをご使用ください。   
規定容量以上のヒューズを使用すると、火炎の原因となりま   
す。  
●幸が出ないなどの故障状態で使用しないでください0   
事故、火災、感電の原因となります。  

●万一、異物が入った、水がかかった、煙が中る、変を  
常が起こりましたら、直ちに使用  
い上げの販売店にご相談ください。  

こなると事故、火炎、感電の原因となります。  そのままご倭   

●運転中の音量は、車外の善が聞こえる程度でご使用く   
ださい。   
車外の音が聞こえない状態で運転すると、事故の原因となる   
ことがあります。  

●ディスク挿入口に異物を入れないでください。   

火炎や感電の原因となることがあります。  

●ディスク挿入口に手や指を入れないでください。   
けがの原因となることがあります。  

●本機を車載用として以外は使用しないでください。   
感電やけがの原因となることがあります。  

●長時間歪んだ状態で使用しないでください。   
スピーカが発熱し、火災の原因となることがあります。  

●本機は、不可視レーザー光を傭用しています。本機を   
分解、改造しないでください。   
万一不冥合が生じた場合には、必ずお買い求めの販売店にご   
相談ください。本機の改造は、危険なレーザー放射の被爆（視   
力の低下の原因）をもたらしたり．事故の原因となることがあ   
ります。  
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●指定の電池以外は使用しないでください。また、新し   
い電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。   

電池の破裂、液漏れにより、火災やけがの原因となることガ   
あります。  

●電池を機器内に挿入する場合、極性＜＋・－＞に注意   
し、表示通りに入れてください。   

間違えると、電池の破裂、液漏れにより、けがや周密を汚染   
する原因となることがあります。   



日次  

摩周上のご注意  

MDプレーヤについて  

ミニディスウ（MD）について  

MDの活  

各部の名称  

基本原作  

電源を入れる／切る  

MDを間  

ラジオを間  
音量を調節す  

MD却の頗作  

MDを間  

ディスウを二取り出す  
次の曲に進む／曲の頭に戻  

曲の始めの部分を演奏する（SCAN）””．    ．．．…．22  

繰り返し演奏する（REPEAT）  

曲の順番を変えて演奏する（RANDOM）………………………．．．．．22   

表示を切り換え  

チューナ部のj  

自動的に放送局を記憶させ  

手動で放送局を記憶させる  

記憶させた放送局を確認する  

放送局名を表示する  

FM放送につい  
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ロSJ㌔／乍0の虎作  

DSPの操  

リモコンの虎作  

清掃につい  
電源を入れる／切る  

書墨を調節す  

機能を切り換え  
チューナ利用時の操作  
MD、CD利用時の操  
TV利用時の操作（TVチューナ墟続時のみ）‖…………………40  

リモコンの設定を切り換える  
電池を奏換す  

㈹C亡）オートチェンジャーを庶務した  

とぎの原作  r
〇
 
5
 
8
 
 

基本操  
CDのジャンルを表示させる  

問MDチェンジャーを庶務し尤とぎの  

表示を切り換え  

囲っ尤とぎば  

インフォメーシオンが点滅する  

仕頗について  

アフターサービスについて‖…………．川‖‖‖．．．62   
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使用上のご注意  

◆瘡用上のこ澄蒼  

走行中のオーディオ操作は、運転に支障がない  

ように安全には十分注意して行ってください。  

MDプレーヤについて  

・ミニディスウ挿入口へは絶対に異物を入れないで   

ください。  

・長時間モード（MDLPモード）で録音されたMD   

は、録音方式が異なりますので、再生するとトラ   

ックタイトルの頭に「LP：」と表示され、再生で   

きません。（無音状態となります）  

・’悪路を連続走行した場合、昔がとぎれたりするこ   

とがありますが、故障ではありません。  

・寒いときや雨障りのときは．車内のガラスが曇る   

ように、デ、リキ内敷こも裔（水滴）が生じることが   

あります。   

この場合は、音がとんだり、再生が停止したりす   

るので、しばら＜の間、換気または除湿してから   

ご使用ください。  

本機内矧ま、精密な構造になっているので、分解、   

改造はしないでください。万一不具合が生じた場   

合には、お買い求めの販売店にご相談＜ださい。   

夏期は車内温度が高くなるので、車内の温度を下   
げてからお使いください。   

湿気に注意してください。本気に液体が入ったり   

かかったりすると思わぬ故障や破損の原因となり   

ます。本磯周辺にセットしてあるドリンクホルダ   

ー内の飲み物などには矧こご注意ください。   

本櫻は、貴いた柔らかい布で拭いてください。汚   

れがひどい場合は、アルコールにひたした布をご   

使用ください。  
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使用上のご注意  

ミニディスク（MD）について  

●注意●  

ミニディスクは直射日光や湿気の多いところを避けて保管し  

てください。ミニディスクが反り、使用できなくなる恐れが  

あります。  

・・∴  

ラベルがはがれかけていたり、  

ネームテ→プが貼ってあるミニデ  
ィスクは使用しないでください。  

ミニディスクは、ケースに入れて  
保管してください。  

ミニディスクのシャッターは、手  
で開けないでください。  
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使用上のご5主意  
■●●●■■▲●■＝＝▲●●■■●●●一一一一一…●▲一一●■●▲▲■一●－■■－－●●●一一▲●●00■●●■●■●●●●●■■■●′  

MDの清掃  

ミニディスウのカートリッジ蔀  

表面についたホコリやゴミなど  

は乾いた布で拭き取ってくださ  

い。  

ディスク挿入口はホコリがたまりやすいので、ときどき掃除  

して＜ださい。  

●注意●  

ベンジンやシンナーなどを使用すると、ケースや塗装が変  

質するので使用しないでください。  
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各吉日の名称  

◆各部の名称  

本櫻のおもなボタンを紹介します。  

詳細は、各操作の説明を参照してください。（MD部の模作  
20ページ、チューナ部の操作24ページ）  

本機正面  

剤勉   



基本操作  

MD挿入口  

［SOURCE］ボタン  
●●●●●●●▼●■■■＝■●】●▲一▼■▼●●■●t●●●■○●●－■●－－▲一，■－……■一■＝■◆●■●■■■●■■＝●●  

◆基本操作  
本機をご利用いただくための基本的な操作について説明し  
ます。詳しくは、機能別の説明を参照してください。  

■電源を入れる／切る  

1．【S。。。。E挿タンを押す  
ボタンを2秒以上押すと、電源が切れます。（ALLOFF）  
ボタンを短めに繰り返し押すと、チューナ→ディスウ  
→TV→AUX睾→PWROFF（スタンバイ）の順にモード  
が切り換わります。  
＊ポータフル機器から音声入力した場合、音がひずむ  

ことがあります。その場合は、接続している機器の  
音量を調整して＜ださい。  

■MDを聞く  

1．挿入。。M。を挿入する  
挿入と同時に演奏を開始します。  

＝二  

すでにMDが某てんされているとき臥［SOURC∈］ボ  

タンを押してディスクモードに切り換えると演奏を開  

始します。  
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基本模作  

〔MUTE〕ボタン  
tFUNC〕ボタン  

〔＞TU＜】  
ボタン  

〔オーディオコントロール〕  
ボタン  

〔＞BND＜］ボタン  
番号ボタン［1〕～〔6〕   

〔SOURCE］ボタン  
■▲■d」ll■＝＝●●ll● ……■■■▲ll●■▲■●○●●●●●○＝…＝■●■t●ひ●▲■●シ■●■t●■●▲●●●■  

●注意●  

MDの矢印の向きを確認し、ラベル面を上にして挿入して  

ください。  

0
人
口
 
 

×
▲
ロ
 
 

■ラジオを聞く  

1．ts。URCE］ボタンを押してチューナモLドに切  
り換える  

チューナの操作に切り換わります。   

2．【VBND∧】ボタンを上下に動かして、FM／AMを  
切り換える  

ボタンを動かすごとに次の順に切り換わります。  

＜‖…．FMl→FM2  

＞…‥AMl一→AM2   

3り∨，U∧】ボタンを上下に動れて、放送局を選  
択する  

＜．．．．．．周波数の高いほうへ選局  

＞……周波数の低いほうへ選局  

ボタンを勤ガしてすくに手を離すと手動で、ボ  

タンを動かした状態で1秒以上押さえると自動  

的に放送局を受診します。  
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基本操作  
■■1■T●■■■●■●■■■■◆▲●●l■■■■◆■○◆○●●■勺●●ll●●○  

慣、  

放送局を記憶させてある場合は番号ボタン［1〕～【6］の  

いずれかを押して、放送局を直接選択できます。  

（「手動で放送局を記憶させる」25ページ参照）  

■音量を調節する  

1．【オーディオコントロ「岬タンを左右に回す  
左に回す‖．…音量が小さくなる  

石に回す……音量が大きくなる   

▼瞬時に音量を小さくする  

1．【MUTE】ボタンを押す  

音量を大きくするには、もう一度〔MUTE】ボタンを押  

すか、〔オーディオコントロール】ボタンを右に回しま  
す。  

別売りのハンズフリーユニット接覇時でテレフォンミ  
ュLト機能をONに設定している場合は、［MUTE〕ボタ  
ンを長めに（2秒以上）押すと、瞬時に音量が小さく  
なります。（14、16ページ参照）  
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基本操作  

［FUNC］ボタン   

ー ■その他  
本機は、他に次のような機能があります。  

▼設定項目の切り換え  

1，【FUNC】ボタンを押す  

2．【＞BND∧Iボタンを上下に動かして設定項日を選択  

する  
ボタンを＞方向に押すごとに次の順に項目が切り換  

わります8  

1．コントラスト調整（0αVD  

2．時計表示機能m／OFF（CLOC棉  

3．表示優先切り換え（DISP）  
4．MDタイトルスクロールモードWOFF  

（SCROLL）  

5．ガイドトーンON／OFF（TON日  

6．テレフォンミュートON／OFF（T MUTE）＊  

ワ．フェーズ切り換え（PHASE）  

＊別売りのハンズフリーユニット積続時の設定です。  

3．【SOURCE】ボタンを押して設定内容を切り換える  

4．再度【FUNC】ボタンを押す  

コントラスト吉誹碧  

表示部を見る角度に合わせて、表示部のコントラス  

トを見易く調整する機能です。  

［SOURCE〕ボタンを押すと、0～10段階に調整するこ  

とができます。  
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基本操作  

時≡十表示機儲ON／OFF  

〔SOURCE］ボタンを押すたびに、時計表示00N／OFF  

が切り換わります。  

時刻の設定方法については、16ページの「時刻の設  

定」をご覧ください。  

先切り換え  

表示優先を切り換えることガできます。  
［SOURCE］ボタンを押すたびに、表示優先バターン  

A／Bが切り換わります。  

パターン  チューナーモード  ディスクモード   

DISPAこ昏  周波数表示   繹適時間表示   
DISP存蜜  放送局名表示  ジャンル・タイトル表示  

・時計表示が別に設定されている場合は、表示優先に   

関係なく時計が表示されます。  
・また、パターンAに設定しても、放送局名、ジャン   

ル・タイトルが設定されていない場合は表示されま   

せん。  

MDタイトルスクロールモードON／OFF  

ONに設定すると、MDの演奏中、トラックタイトル  

が繰り返しスクロールされます。  

【SOURCE】ボタンを押すたびに、MDタイトルスクロ  

ールモードのOWOFFが切り換わります。   

ガイドトーンOMOFF  

お買い求めになったときは、本機を換作すると「ピ  

ッ」というガイドトーンがなるように設定されてい  

ます。  
〔SMCE〕ボタンを押すたびに、ON／OFFが切り換わ  

ります。  
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基本操作  

［MUTE〕ボタン  

テレフォンミュートON／OFF  

（別売りのハンズフリーユニット接続時のみ）  

mに設定した場合、［MUTロボタンを短く押すことで  
テレフォンミュートのON／OFFを切り換えることガ  
できます。  

1．脚UTqボタンを短く押す  
OFFに設定すると、［MUTE］ボタンを押してもテレ  
フォンミュートのm／OFFは切り換わりません。  

フェーズ切り換え  
フルレンジスピーカとウーファとの書のつながりを位  
相を切り換えることにより改善できます。  
［SOURCE］ボタンを押すたびに、NORM／REVが切り  
換わります。  
違和感なく苦のつながる方を選択してください。  

▼時刻の設定  

本機は、12時間表示になっています。真夜中はAM  
12：00、正午はPM12：00と表示されます。  

1．【FUNC】ボタンを押す  

2．【CUSTO叫ボタンを押す  
時計調整モードになります。  

3．［SOURCE】ボタンを押して時／分を切り換える  

ボタンを押すたびに時／分が切り換わります。  

4．【＞BND＜】ボタンを上下に動かして調整する  
八．．．．．時間が進む  

＞……時間が戻る  
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基本操作  

5．再度【CUSTOM］ボタンを押す  
時計調整モードが解除されます。  

00分00秒（正時）に時計を合わせたいときは、時計謂整  

モード中に【MODE〕ボタンを押します。  

正暗合わせは、30力・単位で切り換わります。  

例）PM3：29→PM3：00  
PM3：30→PM4：00  

▼オーディオコントロールモードの切り換え   

各モードの微調整が行えます。   

1．【オーディオコントロール】ボタンを押す  

ボタンを押すごとに、次の順に切り換わります。  

1．∨OLUM巨（音量）  

2．DSP（簡易調整）  

3．FADER（前後のスピーカのバランス）  

4．BALANCE（左右のスピーカのバランス）  
5．SUBLWLEVEL   

2．け－ディオコントロール】ボタンを左右に回して調整する  

右……強記する  
左．．．．．．弱める  

DSPがONになっている場合は、FADERは調整でき  
ません。  
ポジションセレクタがONになっている場合は、  
FADER、BALANCEは調整できません。  
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基本操作  
oJ■●○■◆▲■●●○書■○●■■事▼●■量●▼l一■－，●一●－○■■○◆■●◆…＝一－，－■■●◆■▲●■●●●■■■■●■■t●●●  

［FUNC〕ボタン  

［オーディオコントロール］  

ボタン  番号ボタン〔3］  

●●■■◆●●●○●■l◆●●■事■●○＝●●…＝‥一■一…‥－■●▲■■一…●一－■，…＝■…■▲●●●●■  

▼ラウドネスの設定  

ラウドネスを設定すると、一定のレベルで低音を強調し  

ます。小さな音量で聞くときにラウドネスをONにすると  

低、高書の不足感が補正されます。  

1．「LOUDON」と表示されるまで【オーディオコント  

ロール】ボタンを押す  

折1ンセ  

・ラウドネスを解除するときは、同様の模作を行い  

「LOUDOFF」と表示させます。  
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基本操作  

▼ポジションセレクタの切り換え  

聞き手の座席の位置を設定すると、スピーカーから聞き  

手に音が届くまでの時間を調節し、より自然な音像定位  

を得られます。本礫では4種類のポジションを設定できま  

す。  

1．（FUNC］ボタンを押す  

2．番号ボタンを【3］押して設定を切り換える  

ボタンを押すごとに以下の順に設定が切り換わりま  

す。  
RZGHT（右側）→LEFT（左側）→FRONT（前席）  

→REAR（後席）→DEFEAT（OFF）  

3．（FUNC］ボタンを押す  

ファンクションモードが解除され、設定が有効にな  

ります。  
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MD部の操作  

ド＞8ND∧滞タン  

【SOURCE〕ボタン  
●○■■t▲■○●●＝……●●■■●…＝■●■■…＝■■●■lb▼●■■●●■●＝＝t t■■t●●■■■◆◆■  

◆〃仇野の原作  
長時間モード（MDLPモード）で録音されたMD臥録音  
方式が異なりますので、再生するとトラックタイトルの頭  
に「LP：」と表示され、再生できません。（無音状態とな  
ります。）  

ここでの擦作は、〔SOURCE］ボタンを押してディスクモー  
ドに切り換えてから行ってください。  

■MDを聞く   

1，ディスクモ，ドに切り換わるまで【S。。RCE］ボ  
タンを押す   

2・【VBND∧卵ンを上下に動れてディクモ  
ードを切り換える  

MDチェンジヤ→、CDチェンジャーを接続していると  

きは、ボタンを動かすごとにMDプレーヤー→MDチ  

ェンジャー→CDオ■－トチェンジャーの順に切り換わ  

ります。  

このとき、ディスクが装てんされていない機器を飛ば  
して表示が切り換わります。  

ディスウがセットされているときは、〔皇（イジェク  

ト〉jボタンが赤く点灯します。  

ご（〕   



MD部の頼朝≡  

【＞TU＜］  

ボタン  

●注意●  

MDに傷があると∴演奏中に吾が途切れることがあります。  

■ディスクを取り出す  

1．【皇（イジェクト）】ボタ，を押す  
糞てんされているディスクが辞出されます。   

■次の曲に進む／曲の頭に戻る  

次の曲や演奏中の曲の頭へ移動します。  

1り∨，U∧挿タ，を上下。動かす  
＜……．次の曲に進む  

＞．．．．．．演奏中の曲の頭に戻る   

●珊  

ボタンを押しつづけると、演奏中の曲を早送り（＜方  

向）または早戻し（＞方向）します。  
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MD部の操作  

番号ボタン［4］～［6］  

スキャン  
T曲の始めの部分を演奏する（SCAN）  

1．番号ボタン【4掩押す  
演奏しているMD全曲の始めの部分を10秒間ずつ演奏  

します。  
リピート   

■繰り返し演奏する（REPEAT）  

1．番号ボタン【5掩押す  
演奏中の曲を繰り返し演奏します。  

ランダム  
r曲の順番を変えて演奏する（RANDOM）  

1．番号ボタ，【6】を押す  
演奏中のディスク内の曲を順不同に演奏します。  

●、つンデイ三i・  

・まれに同じ曲が続けて演奏（選択）されることがあり  

ますが、故障ではありません。  

・「曲の始めの部分を演奏する」、「繰り返し演奏する」、  

「曲の順番を変えて演奏する」を選択すると表示部上部  
に「SCAN」、「REPEAT」、「RANDOM」などの文字が  

表示され、使用中の機能を確認することができます。   
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MD部の操作  
■◆■●●■ヽ■●●l●■■■○●○●○●■■●l〉●  

■表示を切り換える   
MDにタイトル名や曲名が記録されいるときは、それらを  
表示させることができます。  
表示部には最大10文字まで表示され、以降の文字はスクロ  
ールして表示きれます。   

▼タイトル表示に切り換える  

設定項目の表示優先切り換えで表示優先パターンをAに設  

定してください。  

（14ページ参照）   

▼ディスクタイトルを表示する   

1．タイトル表示中に【MODE】ボタンを押す  

ディスクタイトル→トラックタイトルの順にスクロ  
ール表示され、トラックタイトルを表示した状態で  
止まります。   

▼タイトルスクロールモードを切り換える  

設定項目のMDタイトルスクロールモードをONに設定する  

と、MDの演奏中、トラツウタイトルを繰り返しスクロー  

ル表示します。（14ページ参照）  

●注意●  

ディスウにタイトルが記録されていないときはこの機能  

はご使用になれません。  
入力した機器によって、タイトルが正常に表示されない  

ことがあります。  
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チューナ部の換作  

亡MODE〕  
ボタンー  

〔SOURC巨】ボタン  

◆チューナ邸の原作  
ここでの操作は、［SOURCE〕ボタンを押して、チューナの  

損作に切り換えてから行ってください。  

放送局を記憶させるには、自動と手動の2通りの方法があ  

ります。  

本機は、AMl、AM2に各6局、FMl、FM2に各6局の合計  

24局を記憶できます。  

■自動的に放送局を記憶させる  

l．rASMON」と表示されるまで【M。．E］ボタンを  
押す  
周波数の高い方へ自動的に選局を始めます。  

受信電波の強い局が周波数の低い方から高い方へ順に  

記憶されます。  

「ASM END」と表示されると完了です。操作完了後  

は、最後に記憶された放送局を受信します。   

、●？ンホやな  

・ASMとは、オートステーションメモリーの略です。  

・ご希望の放送局が記憶されなかったときは手動で放  

送局を選択することもできます。（「手動で放送局を  

記憶させる」25ページ参照）  
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チューナ部の操作  

〔＞TU＜〕  
ボタン  

番号ボタン［1〕～［6〕  

●●●◆＝●●●○◆●●■■●■●■●▲●●▼■▼●■■■■●■＝＝…●▲■●●■●●＝＝●暮●■●●■  

■手動で放送局を記憶させる  

ASMでご希望の放送局がメモリできなかった場合など、手  

動で放送を選局する方法を説明します0  

1．【∨，∪∧挿タンを動机て記憶する周波数に合  
わせる  

2．rpl～6M。M。RY」と表示されるまで任意の番  
号ボタン【1】～【6】を押す  

選択した放送局が番号ボタンに記憶されます。このボ  
タンをプリセットボタンと呼びます。  

以後、番号ボタンを押すと、プリセットした放送局を  
呼び出すことができるようになります。  

●注意●  

車両の整備、本磯の取り外しなどによってバッテリーとの  

揺続が断たれたときおよびリセットボタンを操作したとき  

は、ここでの記憶は消去されます。この場合は、改めて放  

送局を記憶させてください。  
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チューナ部の操作  

＝＝り＝＝●…＝■…●○＝■＝＝－…‥－…●－……‥▲■－＝◆●■■●＝＝●■●ll＝ヽ  

■記憶させた放送局を確認する   

1．rMO。E挿タンを短め。押す  
「PSCAN」と表示され、記憶された放送局を5秒間ず  

つ受信します。  

再度〔MODE〕ボタンを押すと解除されます。  
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チューナ部の模作  

〔FUNC〕ボタン  

〔MODE］  
ボタンー  

■放送局名を表示する  
受信した周波数に対応する放送局名を表示します。  

▼放送局名のエリアを設定する  

表示する放送局名は、各地域で異なりますのでお使いのエ  

リアを選択してください。   

選択したエリアにその周波数がない場合、放送局名は   

表示されません。  

●注意●  

エリアを選択しても、そのエリアでの周波数はプリセ、ソト  

されません。  

1．チューナモード暗に【FUNC】ボタンを押す  

2．【MODE】ボタンを押す   

ボタンを押すごとに、下表の順に放送局名工リアが切   

り換わります。ご使用のエリアを選択してください。  

エリア名  対象となる都道府県  

ホツカイドウ  北海道  
トウホウ  青森、岩手、宮城、秋臥山形、福島  

カントウ  茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、  
神奈川、新潟、山梨、長野  

チュウフ  岐阜、愛知、三重、宮山、石川、福井、  
静岡  

2ア   



チューナ部の模作  

〔FUNC〕ボタン  

エリア名  対象となる都道府県  

キンキ ’ 滋賀、京臥大阪、兵庫、■奈良、和歌山  

チュウゴウ   鳥取、島根、岡山、広島、山口  

シコク  徳島、香川、愛媛、高知  

キュウシュウ 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、  
鹿児島、沖縄  

セッテイカイジョ   

3．再度【FUNC】ボタンを押す  

▼表示を切り換える   

設定したエリアの放送局名を表示させるには、設定項目の   

表示切り換えで表示優先パターンをAに設定してください。  
（14ページ参照）   

●注意●  

500冊以下のAM放送局（中謂局）および100肌／以下の  

FM放送局（中碍局）のデータには対応していないた  

め、放送局名が表示されません。  
設定されているエリア以外の放送局を受信したとき  

は、放送局名が表示されない場合があります。  

同一エリアに複数の放送局ガあるときは、次のよう  

な表示をする場合があります。  

［WATE／NHK……FM岩手とNHKFMの場合  

放送局によっては、正式な名称を表示しないときが  

あります。（10文字まで表示します。）  

本機の放送局名デ→タは、平成13年1月1日現在のも  

のです。   2β  



チューナ部の操作   

■FM放送について  

FM放送は、普通のラジオ放送（AM）に比べて、よい吾質で間く  

ことができるうえ、ステレオ受信もできます。しかし、FM電  

波の性質上、移動する車で受信するには以下の点をご了承くだ  
さい。   

1．FM電波の直進性  
FM電波は、AM電波に比べて周波数が高いため、光に似  

た性質をもっています。そのため建物や山に電波がさえ  
ぎられて、受信できない場合もでてきます。したがって  
FM電波の受信範囲は、AM電波に比べてかなり狭くなり  

ます。  

●FM電波  ●AM電波   

∴。領」虐L層  

2．．フエニドアウト   
FM放送のように高い周波数の電波は、「物」に反射され   

やすいという性質をもっています。そのため建物やポー   

ル等の障害物の陰を車が通過すると、アンテナに十分な   
電波が入らなくなり、吾が途切れて「シャツ、シャツ」   

というような雑音が生じる「フェードアウト」（消失）現象   

が起こることがあります。  

29   



チューナ部の操作  

3，FM放送のサービスエリア  
家庭用ステレオでFM放送を受信する場合は、アンテナを  

高くしたり、高感度アンテナを使用できるため、電準が  
弱くても十分に間くことができます。  
しかし自動車ラジオの場合は、走りながら受信し、アン  
テナ形状や取り付け位置の制限、車のエンジン雑書の影  
響などもあって家庭用に比べて良聴地域は狭くなります。  
電波を十分にキャッチするために、アンテナは全段のば  
してお使い＜ださい。  

（ ）  
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チューナ部の操作   

．4．マルチパス  
放送局の送信アンテナからの直接波と、建物や山にぶつ  
かって反射した反射波を同時に受信すると、高音域で  
「ジュル、ジュル」という雑書がでたり、女声のアナウン  
スがハスキーになったりします。これを「マルチパス」  
（多重伝描）ひすみといいます。  

このような現象は、2の「フェードアウト」と同様にFM  

放送のように高い周波数の電波特有の伝わりかたに起医  
しています。この現象が起こったときは、車を移動させ  
る以外に避けることはできません。   
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DSP／EQの損作  

［FUNC〕ボタン  

番号ボタン〔1］   

◆βS躍0の席作  
1DSPの操作  
DSPは、再生する音楽に残響音を加え、さまざまな環境  
（ルームサイズ）の囁場感を擬似的に再現することができ  
ます。  

1t【FUNC】ボタンを押す  

2．番号ボタン胴押してルームサイズを切り換える  
5パターンのルームサイズが用意されています。  

次の順に切り換わります。  
1．CONCERT（コンサートホー）L／）  

2．LlVE（ライブハウス）  

3．CATHEDRAL（残響音の多い教会）  
4．STADIUM（野外スタジアム）  
5．CLUB（クラブ）  

6．DEFEAT（DSPOFF）  

3  ．再度「FUNC」ボタンを押す   

切り換えたルームサイズが有効になります。  

●注意●  

各モードのレベルは調整できません。  

簡易調整については、17ページの「オーディオコント  
ロールモ→ドの切り換え」を参照してください。  
DSPがONになっているときは表示部上矧こ［DSP］と表  
示され確認することができます。   32  



DSP／EQの操  
●ll■ ●l■l■ ■● ■ ■ ■l●■ ■ ●一l■ ■ － ■ ● ■ － － ● － － ■ ● ● ■ ■ ■ ● ●■ ■ ■l′ ■ ■ 一 ■ ■ ● ■ ■ ●l■ ● ● ● ■l●l● ■ ■ ■ ●■ ▲ ■ ■ ●  

【FUNC】ボタン  

番号ボタン【2］  

■EQの操作   

［Qは二再生する音楽のジャンルや楽器に合わせて周波数を   

調整し、最適な状態で音楽を楽しむことができます。  
ここでの操作は、〔FUNC】ボタンを押してファンクションモ   

ードに切り換えてから行ってください。ここでは、すでにフ   
アンウションモードになっていることを前提に説明します。  

●ワン不1祇、、  

EQがONになっているときは表示部上部に〔∈Q］と表示  

され確認することができます。   

▼イコライザモードを切り換える 

1．番号ボタン【2】を押してイコライザモードを切り換える  

6パターンのイコライザモードが用意されています。  

次の順に切り換わります。  
1．POPS（ポップス）  

2．ROCK（ロック）  

3．」AZZ（ジャズ）  

4．CLASS！C（クラシック）  

5．∨OCAL（ボーカル）  

6・NE肌′与（二子‾ス）  

？，DEFEAT（EQOFF）  
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DSP／EQの操イ乍  

［FUNC］ボタン  

［オーディオコントロール］  

ボタン  番号ボタン〔2〕  

2．tFUNC】ボタンを押す  

切り換えたイコライザモードが有効になります。  

▼各モードの詳細を調整する  

名イコライザモードの詳細を講整します。  

；  1．番号ボタンr2】を押して、詳細を変更したいイコライ  

ザモードに切り換える  

2．番号ボタン【2】を長めに（1砂以上）押す  

モード表示が点滅し、EQ調整モードに切り換わります。  

3．【オーディオコントロール】ボタンを押して周波数を切  

り換える  

周波数は、次の順に切り換わります。  
63Hz→125Hz→250Hz－ナ500Hz→1K＝z→2kHz－－  

4KHz－・8kHz→12KHz  

4．【オーディオコントロール】ボタンを左右に回す  

レベルを調整します。  

右に回す……数値が増加  

左に回す…‥．数値が減少  

・  

3∠プ   



DSP／EQの操作  

【FUNC〕ボタン  

番号ボタン［1〕～［6〕  

5．「Pl～6MEMORY」と表示されるまで記憶させる番  

号ボタンを押す  
調整したレベルが記憶されます。  

6．【FUNC】ボタンを押す   

（「EQADJUST」と表示されます。）．   

調節モードが解除され、変更した内容が有効になります。  

簡易調整については、17ページの「オーディオコント  

ロールモードの切り換え」を参照して＜ださい。  

▼記憶したイコライザモードを呼び出す   
プリセットボタンを押してあらかじめ記憶したイコライ   
ザモードを呼び出します。イコライザモードを記憶した   
番号ボタンをプリセットボタンと呼びます。   

1．番号ボタン【2】を長めに（1秒以上）押す－   

2．番号ボタン【1】～【6】のいずれかを押してイコライザモ  

ードを選択する  
記憶されたプリセットパターンが呼び出されます。   

3．【FUNC】ボタンを押す  

（「EQADJUST」と表示されます。）  
選択したイコライザモードガ有効になります。  

プリセットパターンを呼び出した場合、イコライザモ  

一ドは「US［R」と表示されます。  
35   



リモコンの操作  

◆リモコンの原作  

リモコンは別売になっています。販売店でお買い求めくだ  

さい。  

使用上の注意  

リモコンは小型で軽量なため取り扱いには注意してください。  
落としたりぷつけたりすると、破損したり、電池の消耗を早  

めたり、誤動作の原因になります。  

リモコンは湿気、ほこりを避け、ショ、ソクを加えたり、水な  

どをかけたりしないでください。  

ダッシュボードなど直射日光のあたる場所には置かないでく  

ださい。  

運転の妨げにならないようにご使用ください。  

清掃について  

リモコンのお手入れの際は∴乾いた布（汚れがひどい場合は水  

を少しつけて堅くしぼった布）で拭いてください。ベンジン、  

シンナー類を使うと、ケースや塗装が変質しますので、絶対  

に使用しないでください。  
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リモコンの擦作  
●＝…■■●●●▲●●…●1一■■◆－◆一●●■－■●●，一一一………▲■●○■＝■●■  

【MODE〕ボタン  

〔＋］ボタン  

〔－］ボタン  ［MUTE〕  

ボタン  

●■●■▲●▼▼■■■○●●●■●■■●▼……，■一■▲一●●●○●●▲一一●■●●＝●●■■－●■■■●＝＝■●■■●■■●＝■  

■電源を入れる／切る  

パワー  
りPWR】ボタンを押す  
ボタンを押すごとに電源ガ入ったり、切れたりします。  

■音量を調節する  

1．【＋】ボタンまたは卜】ボタンを押す  
十‖…．音量が上がる  

一……音量が下がる   

▼鰐錮寺に音量を下げる（ミュート）  

ミュート  ［MUTE］ボタンを押すと、瞬時に音量を小さくしたり、元  
に戻したりすることができます。  

■機能を切り換える  

1．【品d塙ボタンを押す  
ボタンを押すごとに、チューナ→ディスク→丁∨→  

AUX一中仙ROFF（スタンバイ）の順に切り換わりま  

す。  
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⇒リモコンの増作  

〔BAND〕ボタン  

〔＞TUNE・SEEK＜〕  
ボタン  ［＞PRESETCH＜】  

ボタン  

■チューナ利用時の操作  

▼FM／AMを切り換える  
バンド  

1．【BAND】ボタンを押す  

ボタンを押すごとに、FMl→FM2→AMl→AM2の順  

に切り換わります。  

▼放送局を選ぶ（自動・手動）  

ボタンを短く押すと手動で、長めに（1秒以上）押すと自  

動で放送局を選べます。  チエーーン・シーク  
1．【VTUNE・SEEK＾］ボタンを押す  

＜……周波数の高い方へ選局  

＞……周波数の低い方へ選局   

菓  ▼記憶済みの放送局を選ぷ  

本体で記憶させた6つの放送局（ブリセ、ソト選局）から呼び  

出します。（「手動で放送局を記憶させる」25ページ参  

照）  

プリセットチャンネル  
1．【VPRESETCH∧】ボタンを押す  

＜…．．プリセット番号の高い方へ選局  

＞……プリセット番号の低い方へ選局  
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リモコンの操作  
◆●■●■■■■■－●■■一●●●◆t－▲●†●－●－さ●●■■○■○■■■」■●●■▲○■●■●  

l
ソ
 
 
 
 
 
 
し
 
 

［BAND］ボタン  

［＞TRACK・APS＜］  
ボタン  【＞DISC＜］ボタン  

●●●暮●t●●■▼＝■ リ■■■■●■書■●●●′●●■」■■－－－●■－一t■1■  

JMD、CD利用時の操件   

▼次の曲に進む／曲の頭に戻る  
トラック・エーピーエス   

1．tvTRACK・APS＾挿タンを押す  

ノ＼．．…次の曲に進む  

＞‖‖‖演奏中の曲の頭に戻る   

●コン松七、  
ボタンを押しつづけると、演奏中の曲を早送り（＜方  

向）または早戻し（＞方向）します。   

▼次のディスクに進む／前のディスクに戻る   

（MDチェンジャr、CDオートチェンジャー接続時のみ）  

ディスク   1．【＞DISC∧】ボタンを押す  
＜．…．，ディスク番号が上のディスウ（次のディスク）  

へ移動  
＞‖…．ディスク番号が下のディスク（前のディスク）  

へ移動   

▼ディスクモードを切り換える  
バンド  

1．【BAND］ボタンを押す  

ボタンを押すごとにCDオ～トチェンジャー→MDプレ  

ーヤ→MDチェンジャーのJ鳳こ切り換わります。  

このとき、ディスクが装てんされていない機器を飛ば  

して表示が切り換わります。  
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リモコンの操作  

［BAND】ボタン  

【＞TUNErSEEK＜〕  
ボタン  ［＞PRESETCH＜〕  

ボタン  

■TV利用時の操作  

（TVチューナ接続時のみ）   

▼チャンネルを選ぶ  
チューン・シーク   

1．【VTUNE・SEEK∧】ボタンを押す  

＜……数字が上のチャンネルを選局  

＞．…‖数字が下のチャンネルを選局   

圏堅雷  
プリセットチャンネル  

［＞PRESETCH＾］ボタンを使うと、本体でプリセッ  

トしたチャンネルを選局できます。   

▼バンドを切り換える  
バンド  

1．【BAND】ボタンを押す  

ボタンを押すごとに、丁Vl→丁V2の順に切り換わりま  
す。  
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リモコンの操作  

R  

［＞DISC＜】  
ボタン  

〔CUSTOM〕ボタン  

■■■●●ll●ll暮■＝t●●■■●●●■●■●●■●●■■▲●■◆＝＝■■●●◆●●■◆●■●＝＝▼●t●●■●■■●■●t■  

■リモコンの設定を切り換える  

リモコンの持つ機能を3パターンに切り換えることができ  

ます。  

1，本体の【C。ST。M］ボタンを押す  
ボタンを押すごとに、A、B、Cの順にパターンが切  

′り換わり、－以下の踏倒こ対応できるようになります。  

REMOTE A：従来適りの機能  

REMOTE B：  

〔D］SC＜〕ボタン……DSPモードの切り換え  

ボタンを押すとルームサイズを切  

り換えることができます。  

切り換え順については、32ページ  

の「DSPの操作」をご覧ください。  

［D！SC＞］ボタン……EQモードの切り換え  

ボタンを押すとイコライザモード  

を切り換えることができます。  

切り換え順については、33ページ  

の「EQの操作」をご覧ください。  

上記以外は従来通りの機能  

一＝   



リモコンの操作  
▲○●■● ■▲■■J●t■● ■■｝◆■▲●■●■■■●■■O d■●●l弓Il■■■■●■●●●■■■●  

REMOTE C：  

［DISC＜〕ボタン……ポジションセレクタの切り換え  

ボタンを押すとポジションセレク  

タの設定を切り換えることができ  

ます。  

切り換え順については、19ペー  

ジの「ポジションセレクタの切り  

換え」をご覧ください。  

［DISC＞］ボタン……ディスウイヅ工クト  

ボタンを押すと、装填されている  

ディスクが排出されます。  

上記以外は従来通りの機能  
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リモコンの操作  
■●■l■●■■◆●■▼■●■■○●●d■●■◆■●●■■●分●○●●■■■●■■■●▲■●■｝●○●ヽ■｝■●■】■■■■■▲●■■●■d■■  

■電池を交換する  

△警告   

事故防止のため、電池は幼児の手の届かないと   
ころに保管してください。万一、お子さまが飲   
み込んだ場合は、ただちに医師と相談してくだ   
さい。  

電矧ま、CR2025（1個）をご使用ください。  

．リモコン裏面にある引き出し口のロックを右に  
動かしながら、引き出しロにつめをひっかけて  

電池ケースを引き出す  

2．電池を入れ替える   
十表示を上にして電池をセットしてください。   

′一一てニ  
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リモコンの操作  

3Ⅰカチッと吾がするまで引き出しロをし込んで  

電池ケースを閉める  

●注意●  

誤って電池を飲み込むことのないよう、取り吸いには十分  

注意してください。  
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（別売）CDオートチェンジャーを接続したときの模作  
■■●■1轟■■●●■○■●1■－●一一◆■■○■○■●◆－－●●■一▼■■■■t●●●t▲▼■  

［＞T〕＜］  

ボタン  

〔＞BND＜〕ボタン  

［SOURC巨］ボタン  

●＝■■◆…………‥一◆■－－……‥一一…●＝‥一‥＝■■＝＝●■＝＝＝●＝＝＝■＝■■  

◆「新帝JCβオートチェンジャーを   

虐原しゑとぎの原作  

■基本操作  

CDオ・一トチェンジャーを接続したときの操作手順を説明し  

ます。  
チューナから切り換えるときは［SOURC∈］ボタンを押して  

ください。  

▼MD／CDを切り換える  

1．［vBND∧］ボタンを上下に動かす  

ボタンを押すごとに、CDオートチエンジャー→MDプ  

レーヤー→MDチェンジャーの順に切り換わります。  

このとき、ディスクが装てんされていない櫻器を飛ば  
して表示が切り換わります。  

▼次の曲に進む／曲の頭に戻る  

1．【＞TU∧】ボタンを上下に動かす  

＜‖…．次の曲に進む  

＞……演奏中の曲の頭に戻る  

ボタンを押しつづけると、演奏中の曲を早送り（＜方  

向）または早戻し（＞方向）します。  
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（別売）CDオートチェンジャーを持続したときの損作  

番号ボタン［4］～［6〕  

スキャン    ▼曲の始めの部分を演奏する（SCAN）  

1．番号ボタン【4】を押す  

演奏しているCD全曲の始めの部分を10秒間ずつ演奏  

します。  
「ALL SCAN」と表示されるまで押すと、装てんして  

いる全CDの1曲目を10秒間ずつ演奏します。  
Ilビート  

▼繰り返し演奏する（REPEAT）  

1．番号ボタン阿を押す  

演奏中の曲を繰り返し再生します。  
「ALL REPEAT」と表示されるまで押すと、演奏中の  

CD内の全曲を繰り返し再生します。  

ランダム    ▼曲の順番を変えて演奏する（RANDOM）  

1．番号ボタン【6】を押す  

演奏中のCD内の曲を順不同に演奏します。  
「ALL RANDOM」と表示されるまで押すと、装てん  

している全CD内の曲を順不同に演奏します。  

盛  

・まれに同じ曲が続けて演奏（選択）されることがあり  
ますが、故障ではありません。  
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（別売）CDオートチェンジャーを接続したときの操作  

番号ボタン〔り～〔6〕  

・「曲の始めの部分を演奏する」．「操り返し演奏する」．  

「曲の順番を変えて演奏する」を選択すると表示部上部  
に「SCAN」、「REPEAT」、「ALL」などの文字が表示  
され，使用中の機能を確認することができます。  

▼次のCDに進む／前のCDに戻る  

1．番号ボタン【1（DISCV）1または【2（DISC＾）】を押す  

［1（DESC＞）〕．．．，”CD番号が下のディスタヘ移る  

［2（D！SC＜）〕”．…CD番号が上のディスウへ移る  

▼演奏するCDを指定する  

装てんしているCDのうち、お聞きになりたいディスクを  

タイレクトに指定できます。  

1．1MODE】ボタンを押す  

2，番号ボタン【1卜【6】のいずれかを押す  

番号ボタン  1  2  3  4  5  6  
CD番号  1  2  3  4  5  6  

ワ  8  9 10  イ1 12  
CD番号？～12を指定するときは、番号ボタンを長め  

に押してください。  
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（別売）CDオートチェンジャーを接続したときの操作  

［FUNC］ボタン  

■CDのジャンルを表示させる 

CDのジャンルを設定し、表示させることができます。  

▼CDジャンルを設定する  

i．cDモード時に【FUNC】ボタンを押す  

2．IMODE】ボタンを押す  

ボタンを押すたびに次の順に切り換わります。  

1．JAZZ（ジャズ）  

2．POPS（ポップス）  

3．ROCK（ロック）  

4．FUJ10N（フュージョン）  

5．BALLAD（バラLド）  

6．GUEST（ゲスト）  

ワ．FAVORITE（フ工イパリット）  

8．BRANDNEl〃（フランニュー）  

9，DELETE（デリート）  

3．再尉FUNC挿タンを押す  

▼表示を切り換える  

設定したジャンルを表示させるには、設定項日の表示優  

先切り換えで表示優先パターンをAに設定して＜ださい。  

（14ペ→ジ参照）  
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（別売）MDチェンジャーを接続したときの操作  

［＞BND＜〕ボタン  

［SOURCE〕ボタン  

◆（劇矛J〃βチェンジャーを腰盾し   

たときの原作  
■草本操作  
MDチエンジャーを頻抗したときの模作手順を説明します。  
チューナから切り換えるときは［SOURCE〕ボタンを押して  
ください。  
長時間モード（MDLPモード）で録音されたMDは、録音  
方式が異なりますので、再生するとトラックタイトルの頭  
に「LP：」と表示され、再生できません。（無音状態とな  
ります。）  

▼MD／CDを切り換える  

1．【V BND＜】ボタンを上下に動かしてディスクモード  
を切り換える  
ボタンを押すごとにCDカ‾－トチェンジャー→MDプ  
レーヤー→MDチェンジャーの順に切り換わります。  

このとき、ディスウが装てんされていない機器を飛ば  
して表示が切り換わります。  

▼次の曲に進む／曲の頭に戻る  
1．【VTU∧】ボタンを上下に動かす  

＜．叩り次の曲に進む  
＞．．．．．．演奏中の曲の頭に戻る  

ボタンを押しつづけると、演奏中の曲を早送り（＜方  

向）または早戻し（＞方向）します。  49   



（別売）MDチェンジャーを接続したときの操作  
■▲○■■●●▲■■○▲●■●■●●■■■■▲■■■▲○■●●■●■■■●●●●■●8■！■●●●  

L                  番号ボタン［4］～［6］  

＝＝●◆＝■＝＝＝…………，………………○‥t‥●‥●‥＝－…●t●■＝   

スキャン  
▼曲の冒頭を演奏する（SCAN）  

1．番号ボタン【4］を押す  

演奏中のディスク内の全曲の冒頭を10秒間ずつ演奏  

します。  
「ALLSCAN」と表示されるまで押すと、装てんして  

いる全ディスクの1曲目を10秒間ずつ演奏します。  
リピート  

▼繰り返し演奏する（REPEAT）  

1．番号ボタン【5】を押す  

演奏中の曲を繰り返し再生します。  

「ALLREPEAT」と表示されるまで押すと、演奏中の  

ディスク内の全曲を繰り返し再生します。  
ランダム  

▼曲の順番を変えて演奏する（RANDOM）  

1．番号ボタン【6】を押す  

演奏中のディスク内の曲を順不同に演奏します。  
「ALLRANDOM」と表示されるまで押すと、装てん  

している全ディスク内の曲を順不同に演奏します。  

「曲の冒頭を演奏する」、「繰り返し演奏する」、「曲の  

順番を変えて演奏する」を選択すると表示部上部に  

「SCAN」、「REPEAT」、「RANDOM」、「ALL」などの  

文辛が表示され使用中の機能を確認することができ  

ます。   
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（別売）MDチェンジャーを超抗したときの操作  

［MODE〕  
ボタンー  

番号ボタン〔り～〔3〕  

…＝＝●●■▲■■■＝＝▲＝…ll01＝＝○●●◆■○■■■●●くl●l…＝■●●●■●●●■■◆■■■■●○■  

▼次のMDに進む／前のMDに戻る  

1・番号ボタン【1（DISC＞）】または【2（D！SC＾）7ボタンを  

押す  

［1（DISC＞）〕……MD番号が下のディスクヘ移動  

［2（DISC＜）］．‖…MD番号が上のディスクへ移動  

▼演奏するMDを指定する  

装てんしているMDのうち、お聞きになりたいディスウを  

ダイレクトに指定できます。  

1．【MODE】ボタンを押す  

2．番号ボタン川～P】のいずれかを押す  

番号ボタン   1  2  3  
MD番号  1  2  3  
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（別売）MDチェンジャーを接続したときの操作  

■表示を切り換える  
MDにタイトル名や曲名が記録されているときは、それら  
を表示させることができます。  

表示矧こは最大10文字まで表示され、以降の文字はスクロ  
ールして表示されます。  

▼タイトル表示に切り換える  

設定項目の表示優先切り換えで表示優先パターンをAに  

設定してください。  
（14ページ参照）  

▼ディスクタイトルを表示する  

1．タイトル表示中にtMOD巨】ボタンを長めに（1秒以上）  

押す  
ディスクタイトル→トラックタイトルの順にスクロー  

ル表示され、トラツウタイトルを表示した状態で止ま  

ります。  

▼タイトルスクロールモードを切り換える  

設定項目のMDタイトルスクロールモードをONに設定す  

ると、MDの演奏中、トラックタイトルを繰り返しスクロ  
ール表示します。（14ページ参照）  

●注意●  

ディスウにタイトルが記録されていないときはこの機  

能はご使用になれません。  

入力した機器によって、タイトルが正常に表示されな  

いことがあります。  

52   



因ったときは  
■●■▲■t●■●■●■●●●■●■■●▼●■－－●●，－●■－●▲■－暮●一一○一■■一……●d●●●●◆■■暮■■●■ヽ■▲●■●｝■  

◆囲っ尤ときば  

お問い合わせになる前に、次の項目をご確認ください。  

●注意●  

ボタンを押しても正常に動作しない、ディスプレイが諜表  

示するなどの異常が発生したときは、先端の尖ったもので  

リセットボタンを押してください。  

リセットボタン  

リセ、ソトボタンを押すと記憶させた内容は消去され、すべ  

ての設定が工場出荷時の値に戻ります。  

■インフォメーションが点滅する  

「lNFO No．」が表示されたときは、下表を参考に対処して  

ください。  
また、症状が改善されない場合は、機器の故障が考えられ  

ます。お買い求めの販売店にご相談ください。  

No． インフォメーション  

2 マガジンにディスタが入っ  ディスクを入れてくだ  

ていない  さい。  

3 ディスクの信号面に祇や  ディスククリーナ等で   

シールが貼ってあったり、 中心から外側方向へ軽  

キズやホコリがある  く拭き取ってください。  
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囲ったときは  

No． インフォメ「ション  対処  

4＊ 無録音のディスウが入っ  隷書済みのディスクを  
ている  入れてださい。  

・イジェクトボタンを  

押して一度ディスクま  

たはマガジンを出し、  

再度ディスクまたはマ  

ガジンを挿入して再生  

してください。  

・イジェクトしてもデ  

ィスクまたはマガジン  

が出ないときや再生で  

きない場合は、お買い  

求めの販売店にご相談  

ください。  

5 メカトラブル  

しばらく待ち、渥度が  

下がってから再生をは  

じめて＜ださい。  

それでも機能が停止し  

ているときは、お買い  

求めの販売店にご相談  

ください。  

6 内部が高温になった  

7 内部電源が異常になっている ACCを一度OFFにし、  

再度ONにしてから操  

作してください。それ  

でも機能が停止してい  

るときは、お買い求め  

の販売店にご相談くだ  

さい。  
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困ったときは  
＝＝▲●■■■一■一一－○●●一‥●－●→一●■■■さ●－，∫一－◆■，●●●■－】■，－■■■■●●■■●■ ■1■◆■●●●●■■『」■  

No． インフォメーション  

8＊ ディスクの交換トラブルが  ディスクを再度挿入す   

発生している  るか、取り出して＜だ  

さい。  

☆この内容は、MDのみ適用されます。  
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因ったときは  

症 状   原 田   処 置   参照  ページ   
共通  音が出ない。   音量が下がっていま  音量を上げてください。   

音が小さい。   せんか。  
13  

ミュート（MUT∈）が働  ミュート（MUTE）を解   

いていませんか。  除してください。  
13  

フ工タ⊥（FADER）や  フユタ」（FA［）ER）、パ   

17    バランス（BAしANC∈）  ランス（BALANCE）を  

が片寄った設定にな  適正な位匿に調整し  
っていませんか。   てください。  

その他、音声信号否己  ご購入の矩売店にて  

鞍の断線、スピーカの  

故障などが考えられ  
ます。   

電源が人らない。  一度にたくさんの電  ご購入の販売店にて  

装品を取り付け、電力  

不足になっていませ  
んか。   

その他、お車のバ、ソテ  ご購入の販売店にて  

リ【のミ肖耗、ヒューズ  

切れ電源、通信配線  

の断線や簸噛みなど  
が考えられます。   

記憶した周波数やタ  お章の定期点倭など  もう一度メモリし直し  24  

イトルが消えてしまう。  でバッテリーを外され  

たことはありませんか。   
25  

一度にたくさんの電  ご購入の販売店にて  
装員を取り付け、電力  

不足になっていませ  
んか。   

その他、お車のバッテ  ご購入の販売店にて  

リ【の消耗、ヒューズ  

切れ、電源、通信配線  

の断線や線噛みなど  
が考えられます。   

ガイトトンが出ない。  ガイドトーンの設定が  ガイドトーンを設定し   

OFFになっていませ  14  

んか。   
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匿ったときは  

症 状   原 因   処 置   参照  ページ   
共通  リモコン操作ができな  電池が消耗していま  電池を奈換してくだ  43  

い。   せんか。   さい。   44  

電：他の向きが十一逆  正しい向きにセットし   

になっていませんか。  直してください。  
43  

リモコン受光部に直  リモコン受光矧こリモ   
37    射日光が当たってい  コンを近づけてご使  

ませんか。   用ください。  

その他、リモコンの故  ご購入の販売店にて  

障が考えられます。  点検を行って＜ださい。   
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困ったときは  
■ノ■●■●■■■●◆■●）■◆■ ■▲●●●－■●9●●▲▲■q●■■■■l●●▲■′■●  

症 状   原 因   処 置   参照 ペ ージ   
MD  ディスクが入らない。  ディスタカートリツヅ  正しい向きにセットし   

ディスクを入れても  の向きに諜りはあリ  直してください。  12  

すく出て＜る。   ませんか。  
ディスクカートリッジ  ディスクのラベルを整   
のラベルがはがれか  8  

かっていませんガ。   
ディスクカトーリツジ  他のディスクに入れ  
に変形や破損箇所は  換えてみてください。  

ありまセんか。   変形や頑損したディ  
スクは、使用しないで  

ください。  

無録音のディスクを  録音済みのディスク  
使用していませんか。  を使用してください。  

ディスクガ排出でき  ディスウカートリッジ  他のディスクに入れ  
ない。   に変形や破損箇所は  換えてみてください。  

ディスウチェンジがで  ありませんか。   変形や破損したディ  
き一ない。  スクは．使用しないで  

ください。  

ディスクカートリッジ  ディスクのラベルを整   
のラベルがはがれて  8  

いませんか。   

書が飛ぶ。   ディスウにキズや汚  他のディスクに入れ  
書が途切れる。   れはありませんか。  換えてみてください。  

音質が悪い。  キズのあるデイスウは、  

使用しないでください。  

取り付け角度は適正  ご購入の叛売店にて  
ですか。取り付けに刀  

タはありませんか。   

悪滴を走行されてい  悪路走行での使用は、   

ませんか。   ワ      できる限り避けてくだ  
さい。  

その他、録音に使用  ご購入の販売店にて  

された機器の調子が  
悪い、録音ソース（CD  

．テープなど）の書貫  

やトラブルなどが考え  
られます。   
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困ったときは  

症 状   原 因   処 置   参照  ページ   
ラジオ  放送を受信できない。  アンテナが収納状態  アンテナを伸ばして  

雑音が入る。   ではありませんか。  ＜ださい。  

アンテナコードは抜  アンテナコードを梓  
けていませんか。  流して＜ださい。  

周淡数は正しくセット  周波数を正し＜セット  24  

されていますか。   し直してください。  25  

旅行などで、放送サー  旅行先の地域の放送   

ビスエリアを外れて  周波数にセット直して  
いませんか。   12            ください。（放送サー  

ビスの無い地域もあ  
リますので、ご注意く  

ださい。）  

コンピュータを搭載  機器の使用を停止す  
した樺器や携帯電話  れば解消されます。  

などを使用されてい  常に発生する場合は  
ませんか。   ご購入の販売店にて  

点検を行って＜ださい。  

その他、アンテナの劣  ご購入の顛売店にて  

化やアンテナ配線の  
断線などが考えられ  
ます。   
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因ったときは  

◆仕様につい丁  

本磯の仕様は、次のようになっています。  

MD部  

周波数特性  20Hz～20kHz  

ダイナミックレンジ  

90dB  

S／N比  

高調波歪み率  

ワウ・フラッタ  

チューナ部  

受信周波数  

実用感度  

周波数特性  

93dB（lHF－Aネットワーク）  

0，03％（OdB，1kHz）  

測定限界以下  

AM522へ′1629kHz  

FMワ6．0～90．OMHz  

AM20LIV（S／N20dB時）  

FM15dBf（新IHF）  

30Hz～15kHz（FM）  

ステレオセバレーション  
38dB ′  

葡ソク  
人力インピータンス10k（〕  

最大人力  180mVrms  
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仕様について  

共通部  
調整周波数 ■  63Hz、125Hz、250Hz、500Hz、  

1kHz、2kHz、4kHz、8kHz、12kHz  

トーン変化量  ±8dB  

ラウドネス  ・100日z十9dB  

・10Hz十5dB  

最大出力  431〃×4  

適合負荷インピータンス  

4（）（各チャンネル）  

しINEOUT出力レベル  

300mV／－20dB  

電源電圧．   DCコ3．2V（11～16V）、0．ア丁ス専用  

消費電流  1W火4出力時約3A、最大約13A  

寸法  178mm（幅）×50m（高さ）xほ5mm傾行）  

重量  本体約1．2K9  

●注意●  

部品定数および回路は、性能向上のため予告なく変更  

することがあります。  
本機は、ドルピーラポラトリーズライセンシンクコ  

ーポレーションの米国および外国特許に基づく許諾  

製品です。  
本棟は．DSP、TV、MDチェンジャr、CDオ■－トチエ  

ンジャーおよびシングルCDと組み合わせることができ  

ます。詳しくは、販売店にお問い合わせください。  
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アフターサービスについて  

◆アフターサービスについT  

l．販売店でお渡しする保証書は、かならす「販売店名、お買  

い上げ日」などの記入および記載内容をその場でお経しか  

めのうえ、大切に保管して＜ださい。  

2．保証期間は、お買い上げ白から1年間です。  

3．故障かなと思ったときは、修理に出す前に本書の「困った  

ときは」をご覧のうえ、もう一度お調べ＜ださい。それで  

も問題が解決しない場合は、次の要領でお問い合わせくだ  

さい。  

◆保証期間中は、商品に保証書を添えてお買い求めの販売  

店にお持込みください。  

保証書に記載しております保証規定にもとづいて、無料  

で修理いたします。  

＊修理、点検における商品の脱着費用は、保証期間内で  

も基本的に有償となります。  
◆保証期間が過ぎているときは、お買い求めの販売店にご  

相談ください。  

お客様のご希望により、有料で修理いたします。  

4．出張による修理および点検はおこなっておりません。  

かならずお買い求めの穎売店にお持ち込みください。  

5．この商品の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部  

品）は、製造打ち切り後最低6年間保有しております。  
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